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研究成果の概要（和文）：本領域では、記憶に焦点を当て、無脊椎動物、脊椎動物モデルの特長を生かすことで
記憶情報の流動性と記憶機構の内的・外的状況に応じた変化を生み出す共通原理を明らかにしてきた。総括班で
は毎年班会議などで班員間の情報交換を行い、各種ワークショップ、国際シンポジウム、若手シンポジウムなど
を企画・開催した。結果として無脊椎動物が脊椎動物に共通した、例えば記憶情報のコーディング様式、モノア
ミン作動性神経の役割や作用機序、記憶回路構築などについて得られた数多くの知見を、成果の発信性が高い雑
誌、神経科学の主要雑誌に発表した。

研究成果の概要（英文）：Memory is dynamic and memory mechanism is changed depending on internal and 
external condition. In our research area, we have studied how such dynamics of memory and plasticity
 of memory mechanisms occur. To this end we employed a combination of different animal models, each 
of which has useful phenotypes and methodological advantages in areas of memory research. We had 
annual meetings, workshops and international symposium to exchange our findings and promote 
discussion timely. We also had young scientists symposium to give a chance to young scientists to 
appeal their findings and significance of their research. Accordingly, we have identified memory 
principle commonly used in most organisms, as well as mechanism that are specific to a particular 
organism. Hence, we have made great advances in the concept of memory dynamism and results from our 
research area have been published in number of prestige and high impact journals.

研究分野： 神経科学
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１．研究開始当初の背景 
記憶情報は感覚情報から変換されるときだけ
でなく、その後も質的・空間的変化を起こし
ていること、さらに学習記憶機構も内的・外
的環境に応じて可塑的に変化することが明ら
かとなってきた。こうした記憶情報の変化と
記憶機構の変換を「記憶ダイナミズム」とし
て捉え、その実体を解明するため、新学術領
域「分子行動学」（H20－24）で開発された解
析技術と学術的知見を、多様なモデル動物の
傑出した学習記憶システムに導入し成果を集
約統合する環境が整った。 
 
２．研究の目的 
記憶情報は感覚情報から変換されるときの
みならず、長期記憶への安定化や保存状態に
おいてさえ質的・空間的に変化すること、さ
らに学習記憶機構も固定化されてはおらず、
内的・外的環境に応じて可塑的に変化するこ
とが明らかとなってきた。こうした記憶情
報・記憶機構が示す動性（記憶ダイナミズム）
の原理の解明が、学習記憶機構の本質を理解
するための新たなテーゼとして提出された
が、その解析は従来の学習前・学習後の事象
の比較を中心としたアプローチからは困難
であった。 
 新学術領域「分子行動学」（H20－24 領
域代表 飯野雄一）では例えば課題遂行中の
線虫の神経活動を１細胞レベルで調べるイ
メージング解析系と併せて、多様な分子機能
動態の可視化を可能にする遺伝子コード型
プローブも開発された。また各モデル動物で
特徴的な学習記憶行動の分子神経機構の解
明も進展した。これまでもモデル動物が持つ
傑出した特徴を生かした重要な発見(例えば
ショウジョウバエから自然免疫やホメオテ
ィック遺伝子が、線虫から細胞死や RNA 干
渉)がなされ、それを契機として新たな学術領
域が興り共通原理が見出されてきた。本研究
領域は新学術領域「分子行動学」で得られた
技術的アドバンテージと学術的背景をこれ
まで困難であった｢記憶ダイナミズム」の原
理解明の契機と捉え、新しい研究機軸として
提案するものである。 
 計画研究では線虫、ショウジョウバエ、ゼ
ブラフィッシュ、マウスといった多様なモデ
ル動物を用いて、１）これまで困難であった
学習記憶行動をアウトプットとしたリアル
タイム解析、光遺伝学などによる神経・回路
操作技術を駆使し、記憶情報や記憶機構の変
換ダイナミズムを担う細胞レベル・領域間回
路レベルでの解剖学・生理学的変化を捉え、
２）行動遺伝学・生理遺伝学的検証を行いこ
うした変換が興る仕組み(共通原理)を分子レ
ベルで明らかにすると共に、３）各モデル動
物が持つ学習記憶システムの独自性を見出

す。公募研究では対象とする動物の範囲を広
げ共通原理の妥当性を検証すると共に、「記
憶ダイナミズム」に影響を与え得る睡眠、摂
食、生殖、概日リズム、動機づけ、社会性な
どを対象とした研究、数理工学モデルでの理
論的研究に対象を拡げ、計画研究との相補性
を担保すると共に、相互作用による領域の発
展を狙う。 
総括班では５年間という研究領域の設定期
間内で、計画研究・公募研究が掲げる目標の
円滑な遂行、各研究の有機的な結合の誘導、
研究成果の国民に向けた発信を行い、領域成
果を日本発の研究機軸として世界にアピー
ルする。このため研究運営委員会、研究企画
委員会、研究支援委員会、研究管理委員会、
評価委員会を設置して活動する。 
 
３．研究の方法 
上記の研究運営委員会、研究企画委員会、研
究支援委員会、研究管理委員会、評価委員会
が下記に示す活動を行う。 
 
（１）研究運営委員会 
①領域運営の協議：各委員会を束ねる分担研
究者および総括班代表者と適宜参集が可能
な近隣の連携研究者で構成する。領域研究全
体の運営計画を立案し、進行状況に応じて最
大の成果が得られるよう柔軟に対応する。 
②若手研究者の育成：学習記憶研究は世界的
にも研究が活発な分野であるが、若手研究者
に自身の研究成果を論文・学会以外にも広く、
他の研究者に向けて発表する機会を与える
ことが必要となる。そこで国内外で若手研究
者に発表の機会や研究交流を与える機会を
企画、提供する。 
 
（２）研究企画委員会 
①班員間の情報交換、共同研究の推進、研究
成果の底上げ：既存の学問の枠を超えた新領
域を形成するためには、バックグラウンドを
異にする研究者が出会い、さらには議論を重
ねて研究対象に関する真の相互理解を得、有
益な研究に結実させるための継続的な連絡
が必須である。このための環境を構築する。 
②アウトリーチ活動の推進：将来の科学を担
う若い学生に研究の醍醐味を知らせること
は研究者集団の重要な使命であると考えら
れる。そこで実際の研究者から先端の話を聞
き、研究現場を見せ、体験させる。 
 
（３）研究支援委員会 
①共通機器の最適化とリソース開発：各研究
者の研究要求に基づいたイメージング解析
が行えるよう、研究支援委員会で管理する共
通実験機器の最適化を進める。また蛍光プロ
ーブの紹介や提供を行う。 



②技術支援講習会を開催：研究支援委員会が
管理する先端機器の共同利用やリソースの
利用を促すことは研究の発展だけでなく、共
同研究の促進に繋がる。 
 
（４）研究管理委員会 
①広報活動の推進：閉ざされた研究では科学
研究費補助金の研究領域として優れた研究
が進められていても波及効果が期待できな
い。広報活動により国内外に領域の成果を発
信する。 
②研究成果の取りまとめ：研究費を措置され
て行う研究であるから当然であるが、上記の
広報の観点からも成果取りまとめを重視す
る。 
 
（５）研究評価委員会：外部有識者で構成 
①研究進捗方向性に助言を与える：研究当事
者では客観的な研究の方向の判断が難しい
ことがあり、当初設定した目的から領域の研
究進行が外れる可能性がある。 
②研究成果の底上げ：例えばトップジャーナ
ルの元編集者からのアドバイスを受けるこ
とにより、研究成果を出来るだけ高いレベル
で発表することは、日本発の研究成果を世界
に向けてアピールするに大いに役立つ。 
 
４．研究成果 
各種委員会により以下の活動を行った。 
（１）研究運営委員会 
適宜委員が集まり、班会議、ワークショップ、
国際シンポジウムやアウトリーチ活動の立
案を行った。また若手研究者の育成を目的に、
他の新学術領域と若手シンポジウムの開催
を計画した。その他適宜領域運営に必要な事
項の相談を行った。 
（２）研究企画委員会 
班会議、ワークショップ、シンポジウムの開
催・運営を行った。班会議は毎年行い、平成
27 年度には国際シンポジウムと数理シンポ
ジウムを開催し、平成 29 年度には国際シン
ポジウムと国際ワークショップを開催した。
また適宜国内でワークショップを企画開催
した。 
（３）研究支援委員会 
共通機器として二光子レーザー顕微鏡を東
京都医学総合研究所に、小動物用 fMRI を東
京大学・新領域創成科学研究科に設置した。
適宜利用講習会を開催すると共に、領域ニュ
ースなどで新しく開発された分子プローブ
などの紹介を行った。 
 
（４）研究管理委員会 
研究成果をとりまとめ、広報活動の推進、各
研究成果の発信を行うため、領域のインター
ネットホームページを作成し、適宜これをア

ップデートした。また領域ニュースを発行す
ることで、領域外の研究者にも領域からの情
報発信を行った。 
 
（５）研究評価委員会 
外部識者に評価委員となって頂き、班会議、
シンポジウムで発表した研究成果を中心に、
領域としての成果や方向性について意見を
伺った。伺った意見を参考に運営委員会で計
画の見直しや改善を行った。 
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